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　試験実施時間からみる合格へのポイ
ント
　「必須問題」：易しい問題ではある
が、試験が始まって最初の時間でもあ
るため、焦ってマークミスをしていな
いかの確認の時間を確保できるように
努める。
　「一般問題」：問題を解く順番を決め
ておく必要がある。模擬試験を解いた
後の受験生から多く寄せられる相談
に、『１番はじめの問題で不安になっ
てしまって……』や『計算に時間がか
かってしまって……』などがある。試

験中、問題を初めから解かなければい
けないというルールはない。科目や範
囲で自分なりの順番を決めておく。
　計算に時間がかかってしまう場合に
は、順番を後ろに持っていくなどの工
夫が必要。文章問題も計算問題も同じ
１問であり、１問でも多く確実に得点
できる様に工夫をする。また、順番を
変えて解く場合でもマークミスをして
しまえば、せっかくの時間が１点にな
らない。高い集中力が必要となる、し
っかり時間をとり、慎重にマークの確
認をする。

　⑴苦手領域・苦手範囲をなくす：国
家試験には足切りがあり、合格するた
めには、総合の点数だけでなく各領域
に設定されている足切りに注意しなけ
ればならない。
　弊校の自己採点システムの結果では

「物理・化学・生物」で足切りにあう
学生が毎年多い。苦手範囲をしっかり
と見極め、早期の対策を心掛ける。
　⑵様々な科目の視点から考える：１
つの「疾患」や「薬物」を様々な科目
から考える。
　例えば「腎不全」という疾患につい
て振り返る際には、「生物」や「薬理」

「薬剤」「病態・薬物治療」などの様々
な科目からのアプローチができる。多
角的視点で振り返ることにより、領域
の壁を越えて知識のつながりを確認す
ることができる。押さえるべきポイン
トの重複を防ぐことができ、効率の良
い復習ができる。
　⑶模擬試験を活用する：１月末に行

われる全国統一模擬試験では全国の現
役生のほぼ100％が受験する。この試
験では、自分が現在どのくらいのレベ
ルにいて、合格に到達するまでにどこ
を勉強したらよいのか最終確認するこ
とができる。
　全国正答率の高い問題で、自分が解
けなかった問題があれば、勉強が抜け
ていた範囲や分かっていると思い込ん
でいた範囲に気付くことができる。本
番前、最後の弱点抽出ためにも真剣に
受験し、しっかり復習する。
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既出問題から
　第100回出題傾向を探る
♦物理：医薬品、生体分子を理解する
上で必要な物理学的、分析化学的な考
え方に重点を置いた問題を中心に出
題。 
　「反応速度」や「酸と塩基」「容量分
析」に関するグラフや計算問題を中心
に、高校化学の分野や「物理平衡」「生

体分子の解析法」など考えさせる問題
が多く出題されている。 
♦化学：「医薬品の性質を理解するこ
と」を主題とし、有機化合物としての
医薬品の物性、反応性および分子レベ
ルでの医薬品の作用機序等に関する基
礎の理解と、基本的な知識を複数組み
合わせた応用力を問う問題を中心に出
題。医薬品の構造から、判断する問題
の出題が予想される。 
♦生物：生命体の成り立ち、分子レベ
ルの生命理解、感染症と生体防御から、
幅広く出題されている。 特に、薬物
と関連する生物の範囲（臓器系、代謝
系、微生物、免疫系）は出題の可能性
が高い。また、組織図、実験の考察な
ど読解力、判断力を問う問題も出題さ
れている。
♦衛生：健康（栄養と健康、社会・集
団と健康、疾病の予防）、環境（化学
物質の生体への影響、生活環境と健康）
の幅広い範囲から、満遍なく出題され
ている。 
　関係法規は、食品衛生法、感染症法、
健康増進法、学校保健安全法、有害物
質を含有する家庭用品の規制に関する
法律、化審法、PRTR法（化管法）、環
境基本法などが出題されている。 
♦薬理：薬物の生体内における動きと
作用に関する基本的知識、技能を必要
とする問題。
　神経系、循環器系、呼吸器系に作用
する薬物に関する基本的知識を習得
し、その作用を検出するための基本的
技能を身に付けることが必要。内分泌
系、消化器系、腎、血液・造血器系、
代謝系、炎症・アレルギーに作用する
薬物、抗菌薬、抗悪性腫瘍薬に関する
基本的知識を習得し、薬物治療、実務
へ応用させる問題が出題されている。
♦薬剤：薬の作用と生体内運命、体内
動態の変動要因、薬物動態の解析、製
剤材料の性質、製剤化、DDSと偏りな
く出題されている。既出問題にて重要
であった内容に関して計算問題や図の
読解など理解の求められる問題が出題
されている。
♦病態・薬物治療：悪性新生物などに
関して実際の現場で使用されている薬
剤やその副作用に関する詳細な内容が

合格を掴む直前期の取り組み法

時間 問題区分および科目

１日目

9:30‐11:00 必須問題試験 物理・化学・生物、衛生、薬理、薬剤、病
態・薬物治療、法規・制度・倫理、実務

12:30 ‐15:00 一般問題試験
（薬学理論問題）

物理・化学・生物、衛生、法規・制度・
倫理

15:50 ‐ 17:45 一般問題試験
（薬学理論問題） 薬理、薬剤、病態・薬物治療

２日目

9:30‐11:35 一般問題試験
（薬学実践問題） 物理・化学・生物、衛生、【実務】

※

13:00 ‐14:40 一般問題試験
（薬学実践問題） 薬理、薬剤、【実務】

※

15:30 ‐ 18:00 一般問題試験
（薬学実践問題）

病態・薬物治療、法規・制度・倫理、実務、
【実務】※

＊【実務】※は、実務以外の科目と関連させた複合問題として出題されるもの
＊必須問題は１問１分、一般問題は１問2.5分で解く

出題。
　循環器系の疾患など既出問題に出題
のあるものでも、詳細にガイドライン
の内容を問う問題が出題されている。
症候から疾患の診断を行い、薬物治療
を選択する問題が出題されている。
♦法規・制度・倫理：薬剤師としての
業務を遂行するに際して必要な法的知
識およびこれらの関連する各種の制度
並びに医療の担い手としての任務を遂
行するために保持すべき倫理規範的知
識や態度について出題。
　例えば、薬剤師法等の法律に照らし
て薬剤師の行動等の適正性を問う問
題。法規制については、規制の背景（薬
害からの対策等）、原則又は例外の区
別を必要とする問題（正当な理由や例
外の有無）も出題されている。
♦実務：既出問題をベースにした問題
も出題されるが、実務実習の内容を理
解していなければ解答できない「より
実践的な問題」の出題が予想される。
　また、既出問題の知識も暗記だけで
はなく、応用的より実践的な問われ方
が増加すると予想され、既出問題も実
務実習を踏まえ調剤業務内容、医療器
具やチーム医療業務などを想像し、解
くことが重要。

最後に……
　薬剤師国試は、「薬剤師になるべき
知識、技能および態度を習得し、医療
人として求められる資質を見極める試
験」ですから、決して易しいものでは
ありません。「絶対合格する」という
強い意志と、気持ちのコントロールが
必要となります。仲間と励まし合いな
がら、１点を取ることに貪欲に、今日
の１分１秒を大切に頑張ってほしいと
思います。もし、何を勉強すればいい
か迷った時には、大学内や予備校で実
施されている直前講習会に参加してみ
てはいかがでしょうか。押さえるべき
ポイント、近年の出題内容からの出題
予測などを教えてくれるはずです。
　この記事を読んでいただいた薬学生
の国試合格と薬剤師としてのご活躍を
願っています。
　薬学ゼミナール仙台教室
　　　　　　　　　　　　阿部　光平
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